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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 象牙質におけるアミノ酸のラセミ化反応を利用する

年齢推定法を評価するため，通常の抜去歯で検討し，

さらに遺体から得られた歯や埋伏歯，奇形歯および歯

胚についての応用も行った．またエナメル有中のアミ

ノ酸についても検討した。

 研究材料および方法

 臨床上抜去を必要とした歯68本，解剖学教室で1

～6年間保存されていた遺体からの歯13本，生体から

抜去された奇形歯や萌出方向異常歯9本，第三大臼歯

の歯胚2本，エナメル質が残存している歯12本を研究

対象とした．方法は歯冠部象牙質のアスパラギン酸の

光学異性体D型とL型との比をガスクロマトグラフ

で分離定量した．

 研究結果

 1．生体からの抜去歯68本を用いて個体の年齢推定

を行った結果，±4歳（2σ）以内の誤差で推定された．

 2．死後1～6年間経過した遺体からの歯を使って

遺体の年齢推定を行った結果，±4歳以内で推定され

た，

 3．奇形歯や萌出方向異常歯でも歯冠部の形態や大

きさが正常の場合は，±4歳以内で推定可能であった．

しかし罎馬歯では一6～一9歳の誤差が生じた．

 4．石灰化が十分でなく歯冠部のみ形成されている

歯胚であっても，±4歳以内で推定された。

 5，エナメル質を使って象牙質と同様な方法で年齢

推定したところ，一11～＋18歳の誤差が生じた，

 6．ラセミ化の理論的考察をしたところ，死後死体の

温度が環境温度に近くなると，アミノ酸のラセミ化反

応はほとんど進まず，死亡時の年齢が推定されること

が確認できた．

 結論

 歯冠部象牙質中アミノ酸のラセミ化反応を利用する

年齢推定法は，歯冠形態や大きさが正常な歯に対して

適用でき，±4歳頃誤差で推定可能であることを明ら

かにした．

一703一



102

論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は，地質学や考古学などの分野において年代決定に応用されているアミノ酸の年代測定法を歯組織に

応用し，不明遺体の年齢推定法として発案開発したものである．すなわち，おのおの異なる条件下の歯！04本を

用い，アミノ酸の光学異性体比を測定し，検討したものである．その結果，正常な歯冠部象牙質におけるアミ

ノ酸のラセミ化反応による本法は±4歳の誤差で，年齢推定を可能にすることが証明された．この新しい年齢

推定法は，従来にない優れた特徴を有し，今後の発展が期待される．学術上価値ある論文である．
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